
 

 

 

ＳＴＤ検査では性感染症である、クラミジア・淋菌の有無を調べます。 

子宮頸部をこする検査です。 

 

 

 

性感染症は性的接触を介して誰でも感染する可能性があります。 

若年層に感染者が多く、ほとんどが無症状です。感染に気付かず放置すると右下の図のように感染が

広がり、難治性の不妊や子宮外妊娠の原因になることもあります。 

それを防ぐために早期発見し治療ができるよう、健診センターで検査を受けてみませんか？ 

感染している場合は抗菌薬での治療となります。またパートナーの治療も必要となります。 

パートナーが未治療だと再び感染する可能性があるので、必ず同時に治療をしましょう。 

 

 

                                

                                

 

 

社会医療法人仁愛会 浦添総合病院健診センター 

〇検査項目：性器クラミジア感染症・淋菌感染症 

〇料  金：5,500円 

②子宮内膜炎 

③卵管炎 

⑤骨盤腹膜炎 

⑥肝周囲炎 

ＳＴＤ検査 

④子宮付属器炎 

 

※女性のみの検査です 

※生理中の検査はできません 

※結果については別紙にて本人に郵送します 
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女性の性器クラミジア・淋菌感染症の年齢別報告数
(令和４年度厚生労働省の報告より）

クラミジア 淋菌

クラミジア・淋菌 

 

 

 

⑤骨盤腹膜炎 

①子宮頸管炎 

治療しないと 

難治性不妊・子宮外妊娠の原因 

になることも・・ 


